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【 今月の表紙 】
みんなの畑 ikoiko さつまいも収穫

１１月８日、晴天の中さつまいもの収穫が行われました。
子どもたちや地域の方々の歓声が畑に広がりました。

※写真などSNSでご覧いただけます。

この広報紙は、赤い羽根共同募金の助成を受けて発行しています。



表彰式典では、長年にわたり地域福祉活動に功績のあった25

名の方へ表彰状や感謝状が贈られ、受賞者を代表して、気仙町の

長部寿クラブの前会長の菅野勝男氏より謝辞が述べられました。

その後、地域共生社会の実現を目指すための2項目を掲げた

「大会宣言（案）」が青松館の松野律子氏より提案され、来場者

からの大きな拍手で承認されました。

第２部の地域福祉記念講演ではNPO法人笑顔工場 理事長メイ

ミ氏を講師としてお招きし、「笑って長生き」をテーマに講演し

ていただきました。

表彰式典（表彰）

（ 代表謝辞 ）

受 賞 者 一 覧 （敬称略）

（ 大会宣言 ） （ 会場の様子 ）

第４３回陸前高田市社会福祉大会・第５５回陸前高田市老人福祉大会 表彰式典

安心・安全な地域づくりへ 令和５年度 陸前高田市福祉大会

第４３回陸前高田市社会福祉大会 第５５回陸前高田市老人福祉大会

令和５年度陸前高田市福祉大会は、1２月２日(土)陸前高田市コミュニティホールにて開催されました。

陸前高田市社会福祉協議会 会⾧表彰

【 社会福祉事業功労者（５名）】
◆ 民生委員・児童委員 ・ 村 上 松 子
◆ 社会福祉協議会役員 ・ 佐 藤 公 哉
◆ 社会福祉団体等役員 ・ 泉 登美子

・ 熊 谷 錦
◆ ボランティア活動功労者・ 吉 田 京 子
【 褒賞（１名）】
◆ 介 護 者 ・ 阿 部 澄 子

陸前高田市民生委員児童委員協議会 会⾧表彰
【 在宅介護功労者（４名）】

・ 菅 野 きよ子 ・齋 藤 スミ子
・ 遠 山 健 ・遠 山 チエ子

陸前高田市老人クラブ連合会 会⾧表彰
【 老人クラブ育成指導功労者（１０名）】

・ 菅 野 勝 男 ・ 佐 藤 三和子
・ 佐 藤 ミエ子 ・ 菊 池 弘
・ 福 田 タツエ ・ 新 沼 信 秋
・ 馬 場 次 雄 ・ 山 口 徹 也
・ 佐 藤 福三郎 ・ 金 野 守

【 福祉事業功労者（１名）】
・ 山 口 蔦 吉

中央共同募金会 会⾧感謝状伝達（１名）
・ 坂 下 和 正
岩手県共同募金会 会⾧感謝状伝達(３名）
・ 砂 田 敬 男 ・ 岡 田 耕 吉
・ 出 雲 忠 幸
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第76回 岩手県社会福祉大会
～ 共に生き、共に支え合う福祉社会の実現を目指して ～

第７６回岩手県社会福祉大会は、1１月１６日（木）トーサイクラシックホール岩手（岩手県民会館）
大ホールにて開催され、本市からは次の方々が表彰されました。
式典後は社会福祉法人プロップ・ステーション理事⾧ 竹中ナミ氏による「すべての人が誇りを持って

生きられる社会に!」を演題に講演が行われました。

岩手県民生委員児童委員協議会⾧表彰
■ 永年勤続退任民生委員・児童委員（永年勤続:12年以上 ４名）

・ 菅 野 美津子 ・ 多 田 幸 喜

・ 千 寿 子 ・ 吉 田 晃 子

岩手県社会福祉大会⾧表彰
■社会福祉事業功労者（２名）
≪民生委員・児童委員 ≫
・ 鈴 木 正 春 ・ 佐 藤 みな子

受 賞 者 一 覧 （敬称略）

岩手県社会福祉大会⾧褒賞
■在宅介護者（３名）
・ 釜 石 セチ子 ・ 吉 田 鮎 子

他 １ 名

・乾物類 ・乾麺 ・ふりかけ類
・缶詰類 ・瓶詰類 ・調味料
・レトルト食品 ・お米

（前年度産までのもの）※もみ殻付はNG

▼ ご提供いただきたい食品 ▼

食料支援＊回収
実施中!

フ ー ド ド ラ イ ブ

賞味期限はまだあるけれど、
事情により廃棄している食品等はありませんか?
‣ 廃棄にかかる経費削減に

‣ 社会貢献の一環として
‣ 食品ロスをなくすために

企業様等からの大口寄付も受け付けております!

【 フードポスト設置場所 】
◆ 社会福祉協議会事務所

（保健福祉総合センター内）
◆ 陸前高田市役所 1階
◆ 陸前高田市コミュニティホール
◆ 陸前高田アムウェイハウス まちの縁側
◆ マイヤアップルロード店
◆ マイヤ高田店

冬 休 みお腹いっぱいの を子どもたちに‼

【募集強化】
12月末まで

● 賞味期限が１カ月以上あり、常温保存可能なもの
● 未開封のもの、賞味期限の記載があるもの
✖ 開封済み、賞味期限の記載がないものはNG
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災害ボランティアセンター設置・運営に係る研修訓練が、陸前高田市を会場として行われ、市内外か
ら総勢58名が参加しました。
本研修の内容としては、災害ボランティアセンターの組織についての説明。また、実際に運営の流れ

を体験していただくという内容での研修となりました。その中で、参加してくださった関係者の方々か
らは「とても勉強になった」「日常的に災害についての話し合いが必要だ」等の声が寄せられました。
有事の際に迅速で質の高い運営を行えるよう、本研修を今後の活動に活かしていきたいと考えており

ます。

災害ボランティアセンター設置・運営に係る研修訓練

災害時にボランティアの受け入れを
行い、被災された方々へボランティア
の方を繋いでいくことで
支援をさせていただく、
社会福祉協議会が設置
運営するセンターです。

① ボランティア受付

② ニーズ確認マッチング・活動説明 ③ 資材確認・搬入 ④ 活動場所へ出発・到着

⑤ ボランティア依頼者から被害状況の聞き取り（ニーズ調査）災害ボランティアセンターとは？
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｢こんにちは赤ちゃん訪問｣は、お祝いをすると
ともに、子育ての不安や悩みをお聞きし、必要に
応じて適切なサービスにつなぐなど、お子様の成
⾧を地域で見守るきっかけづくりを目的とし、地
域の身近な相談役である民生委員・児童委員さん
が、赤ちゃんの生まれたお宅を訪問しています。

R5.９～10月生まれの赤ちゃん（ご家族）をご紹介

お困りごとなどありましたら、お気軽に地域の民生委員へ
ご相談ください。写真掲載へのご協力ありがとうございました。

こんにちは赤ちゃん訪問事業は、赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

このたび、陸前高田市立高田小学校の児童会の
皆さまから、赤い羽根共同募金運動で集めた募金
（31,017円）をご寄附いただきました。
この募金は、児童会執行部が中心となり学習発

表会が行われた日に、募金箱を持って協力を呼び
かけたものだそうです。
高田小学校の皆さんのあたたかいお気持ちに深

く感謝申し上げます。 【 菅野常務理事に募金を託す児童会執行部の皆さん】

ご協力ありがとうございました

本会が行う地域福祉事業などのために
大切に活用させていただきます。

（令和５年11～12月受付分）

・ 岩手県立前沢高等学校３学年 19,145円
・ 岩手県奥州市 遠 藤 一 夫 様 お米 ・ 三重県鈴鹿市 中 川 義 文 様 もち米

＜ おたがいさまプロジェクトへ ＞ ～みんなで支え合える生活応援 のしくみ～
・ 有限会社 小島麹店 様 味噌 ・ コープフードバンク 食料品セット
・ 矢作町 菊 池 芳 枝 様 じゃがいも ・ 高田町 亀 井 様 じゃがいも、里芋等
・ その他匿名で、大根、ニンジン等もご支援いただきました。

あたたかいご支援ありがとうございます

5



ふくしの情報・お知らせ information

本年中もご支援ご協力をいただき､誠にありがとうご
ざいました。本会の年末年始の休業は次のとおりです。

■ 本部事務所
■ 居宅介護支援事業所
■ くらし応援窓口 ・成年後見さぽーとセンター
■ 下和野・中田 市民交流プラザ
■ ふれあい教室

▶▶ 12月29日（金）～1月3日（水）

■ 訪問介護事業所
▶▶ 休まずサービス提供を行います

■ デイサービス「しおさいの家」
▶▶ 12月30日（土）～1月3日（水）

【問い合わせ】
陸前高田市社会福祉協議会 電話:54-5150／5151

私たち社協は、利用者の人権を護ります‼

10月1日「虐待防止・身体拘束適正化委員会」を設置
しました。３ケ月に１回事例検討及び研修を実施する。

当面社協は虐待防止・身体拘束の適正化のため、次のことに取り組みます。
１ 虐待防止、身体拘束廃止マニュアルの作成と行動指針の作成
２ 虐待防止、身体拘束廃止チェックリストの作成
３ 広報等による虐待防止、身体拘束廃止の情報発信
４ 虐待防止、身体拘束廃止のための社協職員研修の実施

陸前高田市社会福祉協議会
年末年始のお休みについて

虐待とは?
身体的（体に暴力を加える）、経済的

（経済力のないものに必要な援助を行わない）
性的（同意のない性的接触）、ネグレクト
（相手を無視、放置し必要な援助を行わない）。
身体拘束とは?

身体拘束とは、徘徊・他人への迷惑の予防の
ために、高齢者の身体的自由を奪うことです。
ベッドや車いすに高齢者を縛りつけるほか、向
精神薬を使って身体の自由を奪う行為も含まれ
ます。ただし特例として身体拘束が許される場
合もあります。特例条件とは、「切迫性・非代
替性・一時性」の3原則を満たす場合です。

◆ 社協が、「虐待防止・身体拘束適正化委員会」を設置

在宅福祉部門主任
通所事業所管理者佐 藤 幸 子委 員 ⾧

訪問事業所管理者菅 野 里 美副委員⾧

社協 事務局⾧安 田 留 美委 員

社協 事務局次⾧小水内 貴 博委 員

居宅介護支援管理者村 上 涼 子委 員

ふれあい教室管理者前 田 貴 子委 員

総括管理者佐 藤 尚 子委 員

ハウス内の様子

いこ いこ
みんなの畑プロジェクト

県立高田病院
高田保育所

保健福祉総合センター

みんなの畑

「ｉｋｏｉｋｏ」

ココ

行いながら、下記の内容でも使用しています。
農作業が初めての方も、お気軽に社会福祉協議会

までご連絡下さい。

みんなの畑プロジェクトは、
新しいつながりの場・憩いの
場として、畑を開放していま
す。表紙で紹介した「さつま
いもの収穫」などイベントも

・土起こし
・草取り
・苗植え
・収穫などの農作業
・お茶っこ飲み
・話かだり

ikoiko
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